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瀬戸中だより
令和７年10月６日
発行 瀬戸中学校
校長 幸路 義文

先日までの厳しい暑さも次第に和らぎ、駆け足で季節が通り過
ぎ、少し肌寒く感じる朝夕が増えて来ました。

中国の古い書籍『易 経』の中の一節に「天行は健なり」という言
えききよう てんこう けん

葉があります。これは、「天体は休むことなく常に規則正しく動き、
時を刻み誠に健やかである。」という意味で、四季の移り変わり
が、どんな年でも続いていることをあらためて感じます。それとと
もに、この言葉は「休まずに努力し続けることの大切さ」を私たち
に伝えています。
10月には、地元の秋祭りをはじめ、様々な行事や催し物がにぎ

やかに開かれる等、町がにぎやかにそして、活気にあふれつつあ
ることも実感する今日この頃です。
秋といえば「食欲の秋」「スポーツの秋」「芸術の秋」などが挙げられますが、過ごしやすい気

候となり、いろいろなことに打ち込める絶好の季節です。中でも「読書の秋」はお薦めで、秋
の夜長にじっくりと本を読むことで、自分自身を見つめる時間が生まれます。ここから半年後
の成長した姿を思い描き、引き続き意欲的な学校生活を送ってもらいたいと思います。保護
者のみなさまにおかれましても、応援のほど、よろしくお願いいたします。

9月20日（土）「笑顔ハジける青春の1ページ～キセキの1日、今、始まる～」をテーマに文
化祭が開催されました。午前中は生徒会のオープニングから音楽部、防犯弁論、英語弁論、
「住吉丸事件」紙芝居上演、人権劇、1年生・2年生・3年生の学年発表、有志の部が行われまし
た。また、午後からは各学年、教室で模擬店を開催しました。それぞれの模擬店が工夫を凝ら
し、誰もが楽しめる模擬店となり、みんな笑顔があふれていました。
夏休みからの計画や準備に向け、一生懸命に取り組んできた文化祭実行委員の生徒会役

員の皆さん、大変、ご苦労様でした。生徒会を中心に全校生徒が責任を果たし、限られた時間
の中で内容の濃い活動ができました。一人ひとりが輝いた素晴らしい文化祭となりました。
ありがとうございました。
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住吉丸事件紙芝居 人権劇 1年生 ダンス 2年生 短編映画

3年生 演劇 有 志 の 部

１年生 模擬店 ２年生 模擬店 ３年生 模擬店

9月１１日（木）、「せとの子ども食堂－親子塾－」を運
営されている尾形丹士（あきひと）さんをお招きし、出
前授業を実施しました。
せとの子ども食堂を立ち上げた経緯やこれからの地

域社会の在り方などについてお話をしてくださいまし
た。
また、実際に親子塾でも行われた絵描き歌も紹介し

てくださり、楽しみながら授業を行うことができまし
た。今後も地域の方との交流を深め、みんなを笑顔に
していきたいと思います。


